
前期前半の振り返り
集会で髙橋怜海さんが
発表しました。大きな
声と堂々とした話し方
で，聞いている人に気
持ちが伝わる発表でし
た。ソフトテニス部主
将としての強い決意が
感じられました。

四月からの振り返りとこれからの抱負
髙橋怜海

私は，四月から今まで，一つ一つのことから様々なことを考えさ
せられたと思います。その中で特に印象に残っているのは，六月に
行われた総体です。特に一日目，自分では調子が良いと思っていま
した。しかし，勝った試合よりも負けた試合の方が多かったです。
それはなぜかと考え，決勝戦や競り合っている試合を見ると，自分
が今までやってきた動きと全く違うことに気づかされました。そし
て，「自分は今まで何をしてきたんだ。」と，その時初めて気づきま
した。それと同時に強い選手のプレーからは，最後まで走り抜く力，
精神力，チームワークの大切さを知ることができました。これから
は，この三つのことを柱として，今後のテニスで一人一人が緊張感
を持って練習していきたいと思います。
さらに，キャプテンとなった今では，昨年のメニューをレベルア

ップさせ，ダッシュや長距離の走り込みを取り入れています。理由
は二つあります。一つ目は，「体力と気持ちだけは負けないようにす
るため。」です。なぜかというと，試合でファイナルゲームに持ち込
まれたり，左右に大きく振られたりしたときは，特に気持ちの面と
体力の面で負けてしまうことが良くあったからです。二つ目は，「疲
れた後，どこまで頑張っていけるか。」ということを重要視したいか
らです。あと一歩踏み込んで打てば，とれるというケースがよくあ
ります。そのとき，しっかりとボールを繋げていけるようにしたい
と考えているからです。また，そうすることで，結果が大きく違っ
てくると思っています。
部活動だけでなく，ＨＰＡや自主練習を頑張り，様々な大会で結

果を残して行けるようにしたいです。また，「疲れたから今日はやら
ない。」のではなく，そこも含め，「疲れた後，どこまで頑張れるか。」
を大切にして，勉強や生徒会執行部との両立を目指していきたいで
す。
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